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大きく育て美咲の子ども　書き初め　あがったよ　字が上手になるよ

（加美小学校6年生）

こんなことが決まりました

議会大激論！！！補正予算案を否決

12議員が町政を問う

まちの黄福論 １０年後こんなまちに

主な内容
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第二次振興計画の中間評価

中央運動公園木製遊具を撤去 南和気荘のプールを修繕

農林施設 ２２７件の災害を早期復旧
　招集され一般会計補正予算など29件の議案が議決されました。

　中央運動公園に設置している大型木製遊具

が安全基準に適合しないため撤去する。

〔運動公園臨時管理費１１８万円〕

　農村型リゾート施設南和気荘のプールが老朽

化したため修繕を行う。

〔観光費１６７万円〕

災害被災施設を早期に復旧

　８～９月に発生した台風による災害被災施設

復旧事業を早急に実施する。

〔災害復旧費２２７件４億６,９７６万円〕

　第二次町政振興

計画策定から５年

が経過したため計

画の中間評価・見

直しを行う。

〔企画臨時管理費

２０１万円〕
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公共土木施設・農林施設 ２
12月4日～15日（定例議会）、21日（臨時議会）の会期で議会が　招集

ノロウィルスの検査費を増額 柵原東小の給食調理室を修繕

　ノロウィルス感染防止を含めた検査費を増額

する。

〔児童福祉費・教育総務費３５万円〕

　柵原東小学校の給食用食器洗浄機が老朽

化したため新たに購入する。

〔小学校管理費２７４万円〕
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総務・産業常任委員会からの報告

総務・産業常任委員会は、総務課、まちづくり課、情報交通課、税務課、上下水道課、産業建設観光課、政策

推進室、徴収対策室が所管する予算その他の案件について審議を担当しています。

委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／山田雄二、松島幸一、松田英二、岩野正則、松島　啓の7人

で審議しています。

旭地区住宅団地（仮称）を視察した。

　分譲目的は定住促進であり、過

疎対策として過疎債を活用して造

成した。

　本年４月から１区画１００坪で６区

画を販売する。国道４２９号線の近く

で、交通の便もよい。

　分譲地を購入し住宅を新築する

場合、いろいろな補助金制度が利用

できることも確認した。

委 員 会 の活動

【情報交通課】

「出前講座」がスタート

「出前講座」の趣旨や内容は。

町の職員がみなさまのお住ま

いの地区にお伺いし、町の取

り組みや暮らしに役立つ情報

などを説明するもの。

問

【産業建設観光課】

南和気荘にプール浄化装置

南和気荘プールは利用者に

大変喜ばれているが、施設管

理はどうなっているか。

ここ数年修理費がかかってい

たが、平成２９年度に浄化装置

を改修する予定。

問

答

答

【税務課】

滞納徴収の状況は

滞納分の徴収状況はどうなっ

ているか。

本町独自に差し押さえなどを

実施し、差し押さえ予告の７割

強を徴収することができた。

問

答

【総務課】

電話に音声ガイダンス導入
【まちづくり課】

第二次振興計画の見直し

宿直に音声ガイダンスを導

入するとのことだが、導入の

理由は。

宿直が一人体制であり、夜間

の電話対応などの負担を軽

減するため。

本計画は、まちづくりを進めて

いく上で最上位に位置する計

画であるが、見直しの理由は。

策定後５年が経過し、各施策

の進捗状況を検証し必要な

見直しを加えるため。

問 問

答 答

【徴収対策室】

滞納整理の実状は

７月１日に新たに設置された徴

収対策室はどういうことに取り

組んでいるのか。

債権の取り扱いなどを研究し

各課と連携している。徴収のた

めの戸別訪問はしていない。

問

答

西川地内
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【教育総務課】

給食備品の点検修繕
【生涯学習課】

運動公園遊具撤去

柵原東小学校暖房循環ポン

プ、食器洗浄機の異音、水漏

れがあるとのこと。どのよう

な状況で使用しているか。

今はまだ持ちこたえているが、

業者から指摘を受け修理不能

ということで買い替える。

運動公園遊具のどの部分を撤

去するのか。

木製アスレチック遊具の安全

基準に適合しておらず、修繕

も不可能なため事故が起こ

る前に撤去したい。

問 問

答

答

【健康福祉課】

ほほえみの湯施設運営の検討

ほほえみの湯がよく故障する

が、施設のありかたについて

検討はなされているか。

利用者にアンケートを取り利

用頻度なども参考にありかた

を検討している。

問

答

民生・教育常任委員会からの報告

民生・教育常任委員会は、住民課、健康福祉課、こども課、福祉事務所、教育総務課、生涯学習課が所管する

予算その他の案件について審議を担当しています。

委員長／金谷髙子　副委員長／形井　圓　委員／藤井智江、左居喜次、林田　実、江原耕司、貝阿彌幸善の

7人で審議しています。

【福祉事務所】

放課後デイサービス
【こども課】

かめっこ保育園園舎テラス修繕
【住民課】

名字の旧姓表記

8月にできた障がい児の放課

後デイサービスの利用状況は。

利用者が増え、定員１0人が満

員の状況である。

園舎テラス木造部分が老朽化の

ため修繕とあるが屋根のことか。

テラス屋根を支える木造の梁

10本程が老朽化したため修繕

したい。

旧姓の変更表記はもともと住
民基本台帳システムに入って
いないのか。
いままでのシステムには無い。

国の１００％助成でマイナンバー

カード発行と住民票システム運

用のための改修を行う。

問 問 問

答 答 答

中央運動公園の木製遊具撤去の現地を

視察した。

　現在、運動公園に木製遊具のアスレチ

ックが設置してある。木製遊具の安全基

準は１０年と定められている。１０年が経

過し、修理部品も無いとのことである。

事故が起こらないように撤去することを

確認した。

原田地内
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委 員 会 の活動

執行部への提言

《秋田県小坂町の視察調査に基づく提言》

　議員視察で秋田県小坂町を訪れた。視察の目的

は、小坂町の優れた点を本町の施策に反映させるこ

とにある。

　近代産業遺産を生かした小坂町のさまざまな取り

組みの中で、「小坂鉄道レールパーク」は、かつて栄

えた小坂鉄道を鉄道遺産としてよみがえらせた観光

施設であり、同じようにかつて栄えた片上鉄道を有

する我々としては、特に強く印象に残った。

　片上鉄道や柵原ふれあい鉱山公園を今後一層魅

力ある観光施設にすることができるよう提言する。

《秋田県鹿角市の視察調査に基づく提言》

　秋田県鹿角市では、少子高齢化が進み高齢社会

に危機感を感じ、地域ボランティアのかたにより地

域内で支えあう体制の確立を進めていた。

　美咲町も少子高齢化、人口減少を避けられない

状況であるが、歯止めをかけるべく、ひとりでも

多くの人が集える場所としてサロン活動を進めて

いる。

　高齢者が主体となって組織づくりができるような

柔軟な取り組みができるよう提言する。

【総務・産業常任委員会】

【民生・教育常任委員会】

　秋田県の視察調査を取りまとめた報告書を

山本委員長・金谷委員長から貝阿彌議長へ提出

した。

　総務・産業常任委員会、民生・教育常任委員

会からの報告書を基にまとめた議会からの提案

書を貝阿彌議長から定本町長に提出した。

《5つの提言》

一. 貴重な片上鉄道の車両が一部雨ざらしになって

いるため車両保存用の屋根整備。

二. 柵原ふれあい鉱山公園運営協議会を開催し、周

辺を含めた活性化策の取り組み。

三. 津山市などとの広域連携を充実させ、津山まなび

の鉄道館やサイクリング愛好家との連携強化。

四. インバウンド（外国人観光客）の増加傾向をさら

に向上させる今後の取り組み。

五. 観光施策に取り組みやすい組織づくり。

《5つの提言》

一. 事務の代行など、サロン活動（通いの場）を立ち

上げる時の柔軟な対応。

二. 積極的に職員が地域に出向き、「出前講座」を通して

高齢者や地域の課題解決に取り組める対策づくり。

三. 集会所が近くに無い地域では、個人の家または

空き家の利用などの取り組み。

四. ボランティアなどにより見守り支援など、多様なサー

ビスの提供により、地域内で支えあう体制づくり。

五. 高齢者だけでなく中・高生なども交えた、幅広

い世代による地域課題解決の取り組み。
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　岩手県紫波町は、岩手県のほぼ中央に位

置する町で人口は３万３０００人。町の進むべ

き方向性を熟慮した結果、「公民連携による

まちづくり」の方針を決定し、平成２１年に基

本計画を策定した。紫波町が整備したオガー

ルプロジェクトは、役場庁舎・図書館・地域

交流センターなどの公共施設と特産物販売

所・クリニック・カフェなどの民間施設が混在

した一つのコンパクトシティ化が実現してい

る。こうした事例を参考にしながら本町にお

ける将来像を真剣に考えなければならない。

〜議会広報委員会が本町を視察来訪〜

　11月28日、広島県熊野町議会

広報特別委員会の委員７人が来町

された。筆軸の産地である熊野町

の議員のみなさんは、明るく、積

極的だった。

　１月２５日、佐賀県基山町広報公

聴常任委員会の委員６人が来町さ

れた。合併をしていない町で、本

町とはまた違った角度から、編集

にも細やかな配慮がされていた。

　１１月８日、福島県浪江町議会報

特別委員会の委員６人が来町され

た。原発事故以来、議会の頑張

り、未来への希望を伝えたいとい

う、委員の思いがあふれていた。

広島県熊野町 佐賀県基山町福島県浪江町

紫波町オガールプロジェクトとは

公民連携の成功事例

29年11月6日～7日　紫波町を視察
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採
　
決

討論
反対討論 賛成討論

［公民連携のまちづくり・黄福創生拠点整備事業］

　平成２９年１２月１５日に開催された定例議会において、民間活力を導入することによる複合施設整備

（役場庁舎を含む）に向けた黄福創生拠点整備事業費４２０万円が組み込まれた１億３４０万円の補正

予算案が提案されたが、慎重審議および討論の結果大激論となり賛成６、反対７の反対多数で補正予

算案は否決した。

　その後、１２月２１日に臨時議会が招集され、黄福創生拠点整備事業費を削除し災害復旧事業費を

計上した予算案４億８,５０８万円が提案され全会一致で可決・承認した。

［黄福創生拠点整備に対する討論］

賛成6人 延原正憲　林田実　松田英二　江原耕司　岩野正則　山本宏治

反対7人 山田雄二　藤井智江　松島幸一　形井圓　左居喜次　金谷髙子　松島啓

○議長は採決には加われません。

議会大激論！！！補正予算案を否決

採決の結果、予算案を反対多数で否決

　公民連携のまちづくりについては、議会や

町民に対する説明が不十分。まして庁舎建

設となればなおさらのことである。

　合併特例債の期限が迫っているとはいえ、

事業の核心部分を担うまちづくり開発会社の

実態が不透明という中で、それに対する出資

金を認める訳にはいかない。

　事業実施に向けては十分な時間をかけて

調査・研究し、町民の意見を聞き計画的に

取り組む姿勢を示さなければならない。

　よって予算案には反対する。

山田、藤井、松島（幸）、形井、左居、松島（啓） 延原、松田、岩野、山本

　人口減少が進み、国からの地方交付税が

年々減少し合併当初と比較して１０億円近く

の交付金減額が予測される中で、今まででき

ていたことができなくなるという状況を最小限

に留めるためには今ここで事を起こさなけれ

ばならない。

　事業費の２／３を国が負担してくれる合併

特例債を有効に活用しながら民間活力を導

入する公民連携事業は町を維持していく上

で最低限必要な事業である。

　よって予算案に賛成する。

町の玄関

集客エンジン

送客拠点
第1次産業振興

自然と体験型観光

のマッチング

第2次産業振興

教育・学校跡地の

公民連携
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ページ 議員名 質　問　内　容

10 延原  正憲
１．期日前投票の期間再検討は

２．観光施設の整備状況は

11 林田  　実
１．介護保険余剰金の反映は

２．介護保険2025年問題への対策は

12 左居  喜次

１．総合的な防災訓練の実施を

２．防災士研修講座の誘致を

◇　冬期道路管理は

13 松島  幸一
１．口腔ケア事業の充実を

２．宿日直業務での法令遵守を

14 形井  　圓

１．宅地災害補助の見直しは

２．行政報告会の開催を

◇　徴収対策室の実績は

15 松島  　啓
１．理解できない本庁舎移転建て替え

２．ポップカルチャーを生かした観光振興を

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　問　内　容

16 山田  雄二
１．美岡道の住民説明会は町が行うべき

２．義務教育学校の説明を尽くせ

17 岩野  正則
１．徴収対策専属の室長配置の考えは

２．町なか活性化の具体策は

18 山本  宏治
１．来年度の目玉施策は

２．林業後継者の支援策を考えるべきでは

19 金谷  髙子

１．公民連携のまちづくりとは

２．期日前投票の改善を

◇　どうする庁舎建設

20 藤井  智江

１．どう進める義務教育学校

２．町内全域同様に参政権の行使を

◇　国保税の引き下げを

◇　必要か庁舎建設

21 松田  英二 １．重要施策は一体的に推進する体制が必要

議会だよりには、2問まで掲載

しています。

掲載できなかった質問は◇で

表示しています。

町
政
を
問
う



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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期日前投票の期間再検討は

観光施設の整備状況は

参議院選挙までは継続する

順次整備を図りたい

問
　

昨
年
の
県
知
事
選

挙
と
同
様
に
今
回
の

衆
議
院
選
挙
で
も
旭
・
柵
原

地
域
の
期
日
前
投
票
所
の

開
設
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
。

　

昨
年
12
月
議
会
の
一
般

質
問
に
お
い
て
再
検
討
す

る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
が
、

検
討
状
況
と
今
後
の
方
針

は
。

答
桑
元
総
務
課
長
（
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

　

委
員
長
が
他
の
用
務
で
や

む
を
得
ず
欠
席
の
た
め
事

務
局
長
と
し
て
回
答
す
る
。

　

昨
年
の
一
般
質
問
を
受

け
て
、
委
員
会
で
は
検
討

を
行
っ
て
き
た
。

　

有
権
者
の
利
便
性
や
こ

れ
ま
で
の
投
票
状
況
、
経

費
と
効
果
や
周
辺
自
治
体

の
状
況
な
ど
総
合
的
に
判

断
し
た
。

問
　

委
員
会
は
有
権
者

の
投
票
に
配
慮
す
る

責
務
が
あ
り
、
費
用
対
効

果
な
ど
で
判
断
さ
れ
る
問

題
で
は
な
い
。

　

有
権
者
に
寄
り
添
う
配

慮
が
必
要
だ
。
一
人
で
も

多
く
の
投
票
を
確
保
す
る

こ
と
が
選
挙
管
理
委
員
会

の
仕
事
で
は
な
い
か
、
再

検
討
で
き
な
い
か
。

答
桑
元
総
務
課
長

　

今
回
の
対
応
は
検

討
を
重
ね
た
結
果
で
あ
り
、

参
議
院
選
挙
ま
で
は
継
続

す
る
方
針
を
確
認
し
て
い

る
。
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問
　

今
年
６
月
の
一
般

質
問
で
前
向
き
な
回

答
の
あ
っ
た
観
光
施
設
の

具
体
的
な
実
施
計
画
、
整

備
状
況
を
確
認
し
た
い
。

①
片
上
鉄
道
車
両
の
車
庫
。

②
観
光
施
設
へ
の
案
内
看

板
。

③
公
衆
ト
イ
レ
の
整
備
。

④
町
史
編
さ
ん
資
料
の
保

存
展
示
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

①
片
上
鉄
道
車
両
の
車
庫

や
屋
根
の
整
備
に
つ
い
て

は
30
年
度
に
設
計
、
31
年

度
工
事
完
成
を
目
指
し
た

い
。

②
観
光
施
設
の
案
内
看
板

は
関
係
者
と
協
議
し
設
置

を
進
め
た
い
。

③
公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
本
年
度
、
百
々
地
内
に

観
光
拠
点
と
し
て
計
画
し

て
い
る
。

答
立
石
生
涯
学
習
課
長

②
案
内
看
板
の
事
例

と
し
て
月
の
輪
古
墳
に
関

す
る
標
識
な
ど
の
整
備
を

実
施
し
た
。

　

そ
の
他
の
施
設
に
つ
い

て
も
、
順
次
調
査
を
行
い
、

予
算
要
求
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

④
町
史
編
さ
ん
資
料
は
ま

ず
劣
化
防
止
を
行
い
、
展

示
施
設
は
検
討
を
重
ね
た

い
。

延原正憲 議員

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

有権者に寄り沿う配慮を

望まれる観光施設整備

（柵原ふれあい鉱山公園）



町政を問う
一般質問

質問

答弁
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集まりやすく　みんなが主体

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

介護保険余剰金の反映は

介
護
保
険
２
０
２
５
年
問
題
へ
の
対
策
は

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
強
化
す
る

保険料の軽減に努める

問
　

第
６
期
介
護
事
業

計
画
（
27
〜
29
年
度
）

で
約
８
千
万
円
も
の
余
剰

金
（
中
間
報
告
）
が
出
た
。

こ
の
う
ち
半
分
の
４
千
万

円
程
度
を
第
７
期
の
介
護

保
険
料
軽
減
の
た
め
に
使

う
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

そ
の
結
果
県
内
１
位
、

国
内
３
位
の
高
額
な
保
険

料
の
汚
名
も
返
上
で
き
る

も
の
と
期
待
す
る
。

答
鈴
鹿
健
康
福
祉
課
長

　

現
在
繰
越
金
を
基

金
に
積
み
立
て
て
い
る
が
、

県
と
も
協
議
を
行
い
半
額

の
４
千
万
円
は
第
７
期
保

険
料
の
軽
減
に
反
映
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

保
険
料
は
下
が
る

だ
ろ
う
が
介
護
報
酬
の
こ

と
も
あ
り
正
確
な
と
こ
ろ

は
未
定
で
あ
る
。

問
　

第
６
期
に
お
い
て

な
ぜ
８
千
万
円
も
の

余
剰
金
が
出
た
の
か
。
原

因
の
調
査
・
精
査
が
必
要

だ
と
考
え
る
。

　

被
保
険
者
に
対
し
て
よ

り
正
確
な
保
険
料
の
設
定

を
望
む
。

答
鈴
鹿
健
康
福
祉
課
長

　

繰
越
金
に
つ
い
て

は
、
保
険
料
ば
か
り
で
な

く
、
給
付
の
ほ
う
も
介
護
予

防
の
効
果
も
あ
っ
て
抑
制
さ

れ
た
結
果
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

県
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
、

指
導
、
指
示
を
受
け
計
画

書
の
策
定
、
第
７
期
の
保

険
料
算
出
に
当
た
っ
て
い

き
た
い
。

問
　

２
０
２
５
年
に
は

団
塊
の
世
代
の
人
た

ち
が
後
期
高
齢
に
あ
た
る

75
歳
を
迎
え
る
こ
と
に
な

る
。

　

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
も
と
に
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

に
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
、
健
康
福
祉

課
だ
け
で
な
く
全
課
を
あ

げ
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

現
在
介
護
予
防
事
業
と

し
て
「
サ
ロ
ン
活
動
」「
通

い
の
場
」
も
目
的
は
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

事
業
、
財
源
の
違
い
は

あ
る
が
、
高
齢
者
の
健
康

寿
命
の
延
伸
、
居
場
所
づ

く
り
の
た
め
に
も
柔
軟
性

を
も
っ
て
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
を
重

ね
て
い
く
こ
と
が
今
後
の

課
題
へ
の
対
策
に
繋
が
る

も
の
と
考
え
る
。

答
鈴
鹿
健
康
福
祉
課
長

　

本
町
は
高
齢
化
率

が
40
％
を
越
え
る
超
高
齢

社
会
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢

者
を
支
え
る
側
の
人
口
も

減
少
し
て
き
て
い
る
。

　

地
域
支
援
事
業
等
の
生

活
支
援
の
充
実
を
含
め
た

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

強
化
、
推
進
を
図
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
助
成
金
等
に

よ
り
会
の
運
営
を
支
え
て

い
る
が
、
今
後
に
お
い
て

も
お
手
伝
い
を
し
て
介
護

予
防
に
努
め
た
い
。

質問答弁

林田　実 議員

介護保険法に係る

市町村介護保険事業計画の期間

第１期 平成12年～14年

第２期 平成15年～17年

第３期 平成18年～20年

第４期 平成21年～23年

第５期 平成24年～26年

第６期 平成27年～29年

介護保険事業計画は３年を１期とした計画で、

各市町村が策定する計画に基づき介護保険料

が設定される。
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一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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総合的な防災訓練の実施を

防災士研修講座の誘致を

自主防災組織の
機運を高めることが必要

必要条件を勉強させてほしい

問
　

防
災
訓
練
を
積
み

重
ね
る
こ
と
に
よ

り
、
災
害
が
発
生
し
た
と

き
の
防
災
行
動
力
を
高

め
、
被
害
を
最
小
限
に
食

い
と
め
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
考
え
る
。

　

行
政
、
消
防
団
、
自
治

会
、
各
種
団
体
な
ど
が
連
携

し
た
総
合
的
な
防
災
訓
練

の
実
施
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
桑
元
総
務
課
長

　

総
合
的
な
訓
練
は
、

本
当
に
必
要
だ
と
痛
感
し

て
い
る
。
ま
た
、
繰
り
返

し
実
施
す
る
こ
と
も
大
切

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

現
状
で
は
、
自
主
防
災

組
織
が
連
携
し
、
個
々
の

訓
練
を
高
め
な
が
ら
、
時

期
が
来
れ
ば
総
合
的
な
訓

練
へ
と
発
展
す
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。

問
　

町
長
は
自
主
防
災

組
織
ご
と
の
訓
練
を

提
唱
し
て
い
る
。
し
か
し
、

26
年
度
か
ら
今
日
ま
で
防
災

訓
練
を
し
た
組
織
は
80
組

織
の
内
わ
ず
か
25
組
織
し
か

な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

自
主
防
災
組
織
に
訓
練
を

任
せ
て
お
い
て
よ
い
の
か
。

　

行
政
が
主
導
し
、
総
合

的
な
防
災
訓
練
を
実
施

し
、
住
民
の
防
災
意
識
の

向
上
と
問
題
点
の
抽
出
が

必
要
だ
。

答
定
本
町
長

　

ま
ず
は
自
主
防
災

組
織
の
機
運
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
。
組
織
率

が
１
０
０
％
で
も
防
災
訓

練
を
し
な
い
と
何
に
も
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
　

本
町
で
は
、
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
目
的
と
し
、
防
災
士

取
得
に
係
る
費
用
を
補
助

す
る
制
度
が
あ
る
が
、受
講

者
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
自
主
防
災
組

織
は
３
分
の
１
に
満
た
な

い
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
防

災
士
の
配
置
に
よ
り
、
自
主

防
災
組
織
が
育
ち
、
充
実

し
て
く
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
際
、
本
町
へ
防
災

士
研
修
講
座
を
誘
致
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
受
講
を

促
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
桑
元
総
務
課
長

　

自
治
体
で
は
、
全

国
54
の
市
町
村
で
開
催
さ

れ
た
実
績
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

本
町
で
開
催
を
す
る
場

合
、
最
低
限
本
町
50
人
、

近
隣
50
人
の
受
講
者
の
確

保
が
必
要
だ
。

　

50
人
の
受
講
で
３
０
０

万
円
の
一
時
的
補
助
金
の

出
費
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
時
的
経
費
の
事
を
考

え
る
と
、
少
し
ず
つ
受
講
者

が
増
え
て
い
く
こ
と
を
願
う

の
が
賢
明
か
と
思
っ
て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

安
心
・
安
全
が
守

ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
指
導

者
が
生
ま
れ
て
来
る
わ
け

で
、
金
銭
的
こ
と
は
あ
ま
り

感
じ
て
い
な
い
。

　

地
元
で
主
催
で
き
る
必

要
条
件
、
必
須
条
件
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
勉
強
さ
せ

て
ほ
し
い
。

左居喜次 議員

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

みんなで参加　防災訓練

求む　防災士



町政を問う
一般質問

質問

答弁

13 みさき
議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

口腔ケア事業の充実を

宿
日
直
業
務
で
の
法
令
遵
守
を

宿
日
直
業
務
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る

力を入れて意識を高める

問
　

口
腔
ケ
ア
を
行
う

こ
と
に
よ
り
病
気
や

認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
が

下
が
り
、
医
療
費
が
下
が

り
、
健
康
寿
命
が
延
び
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　

口
腔
ケ
ア
事
業
に
力
を

入
れ
る
こ
と
で
、将
来
的
な

メ
リ
ッ
ト
が
目
に
見
え
て

出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　

歯
や
口
を
健
康
に
保
つ

た
め
、
現
在
の
取
り
組
み

に
加
え
、
歯
の
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
付
き
の
歯
科
検
診
を

町
の
単
独
事
業
と
し
て
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
鈴
鹿
健
康
福
祉
課
長

　

歯
や
口
の
機
能
が

衰
え
る
と
体
全
体
の
健
康

状
態
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。

　

本
町
で
は
現
在
、
妊
産

婦
歯
科
検
診
や
歯
科
ド
ッ

ク
、
乳
幼
児
の
歯
科
検
診
や

歯
科
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
医

療
行
為
に
あ
た
る
た
め
、
検

診
で
行
う
こ
と
は
難
し
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
関
係
機
関

と
相
談
し
、
対
応
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
考
え
た
い
。

　

今
後
も
口
腔
ケ
ア
に
力

を
入
れ
て
意
識
を
高
め
て

い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

口
腔
ケ
ア
は
大
変

重
要
で
あ
り
、
子
ど
も
の

時
か
ら
行
う
必
要
が
あ

る
。
学
校
や
保
育
所
か
ら

指
導
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

よ
り
意
識
を
高
め
る
よ

う
口
腔
ケ
ア
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。

問
　

行
政
に
お
い
て
も

法
令
遵
守
の
考
え
方

が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

特
に
宿
日
直
業
務
に
つ
い

て
は
問
題
が
発
生
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。

　

本
町
で
の
宿
日
直
業
務

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、

適
切
な
労
働
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　

ま
た
普
段
の
業
務
も
煩

雑
化
し
て
い
る
中
で
、
宿

日
直
を
外
部
委
託
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
桑
元
総
務
課
長

　

本
町
で
は
宿
日
直

業
務
に
係
る
頻
度
や
仮
眠

時
間
に
つ
い
て
は
法
令
で

定
め
る
基
準
内
で
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

宿
日
直
業
務
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
そ
の
あ
り
方

を
庁
舎
内
で
検
討
し
て
お

り
、
電
話
を
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
の
対
応
に
す
る
こ

と
や
、
職
員
Ｏ
Ｂ
ま
た
は

民
間
企
業
へ
の
業
務
委
託

も
含
め
て
協
議
を
す
る
時

期
が
来
て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

現
在
、
宿
日
直
業

務
が
肥
大
化
し
、
十
分
に

休
養
が
取
れ
な
い
状
態
に

あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
機
械
等
を
導
入
し
業

務
を
行
う
方
法
や
宿
直
の

外
部
委
託
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
る
。

　

法
を
守
る
べ
き
役
場
が

グ
レ
ー
に
近
い
状
態
で
あ

る
な
ら
ば
、
早
め
に
是
正

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

質問答弁

松島幸一 議員

宿日直も適切な環境で

歯科検診頻度別  年間医療費

50

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0

46万円

歯科検診なし 1回 3回以上

41万円
37万円

出典：平成25年度香川県  歯の健康と医療費に関する実態調査

（万円/年）

9万円
の差



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

宅地災害補助の見直しは

行政報告会の開催を

今年度から新たな要綱を制定

いろいろな場面で意見を聞く

問
　

本
年
度
も
、
大
雨

な
ど
に
よ
る
多
く
の

災
害
が
発
生
し
、
宅
地
災

害
も
あ
っ
た
。　
　

　

現
在
10
万
円
の
宅
地
災

害
土
砂
取
り
除
き
補
助
金

制
度
が
あ
る
が
、
見
直
し

は
で
き
な
い
の
か
。

　

ま
た
、
災
害
が
発
生
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
は

事
前
に
着
工
で
き
な
い

か
。
要
望
書
も
出
て
お
り
、

で
き
る
限
り
の
支
援
を
す

る
の
が
行
政
の
責
務
で
は

な
い
か
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

　

宅
地
土
砂
取
り
除
き
補

助
金
10
万
円
に
つ
い
て
見

直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、今
年
度
か
ら
、

小
規
模
林
地
災
害
復
旧
補

助
金
支
給
要
項
を
制
定
し

た
。
宅
地
災
害
土
砂
取
り

除
き
補
助
金
と
の
併
用
は

で
き
な
い
が
、事
業
費
２
分

の
１
で
上
限
50
万
円
の
補

助
金
で
あ
る
。
災
害
防
止

な
ど
、
現
地
で
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

問
　

裏
山
が
崩
れ
そ
う

な
時
に
対
応
で
き
る

の
か
。

　

ま
た
、
補
助
金
の
周
知

徹
底
が
必
要
だ
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

　

裏
山
の
崖
が
高
さ
３
メ

ー
ト
ル
以
上
必
要
な
ど
、

要
綱
の
採
択
基
準
の
中
に

含
め
て
い
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

問
　

今
議
会
に
本
庁
舎

お
よ
び
複
合
施
設
事

業
が
提
案
さ
れ
た
。
柵
原

地
域
に
お
い
て
は
、
義
務

教
育
学
校
の
建
設
も
計
画

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
大
き
な
事
業

計
画
が
着
々
と
進
ん
で
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
特
に

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

町
民
に
は
全
く
そ
の
計
画

が
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。

知
ら
な
い
幹
部
職
員
も
多

い
と
聞
く
。

　

本
庁
舎
の
新
設
計
画
で

は
、
各
種
事
業
計
画
の
変
更

さ
え
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
20

億
円
の
債※

務
負
担
行
為
が

予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

特
に
主
要
課
題
や
重
大

事
業
の
計
画
が
あ
る
場
合

は
、
行
政
報
告
会
の
開
催

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

以
前
は
行
政
報
告

会
も
懇
願
さ
れ
た
こ
と
も

あ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
そ
の
都
度
そ
の
都
度
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

　

官
民
連
携
に
つ
い
て
は
、

出
向
い
て
話
を
聞
い
て
い
た

だ
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　

債
務
負
担
20
億
円
に
つ

い
て
は
、
明
日
一
般
質
問
終

了
後
に
返
事
を
す
る
。

答
岡
部
副
町
長

　

幹
部
会
で
詳
し
い
説

明
は
一
回
し
か
行
っ
て
い
な

い
。
足
元
で
周
知
が
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

住
民
へ
の
説
明
会
は
、
12

月
18
日
、
19
日
、
21
日
に

実
施
す
る
。

形井　圓 議員

災害対策にはあらゆる想定を

住民への丁寧な説明を

※債務負担行為…複数年度にわたり支出
を予定する場合計上する。



町政を問う
一般質問

質問

答弁

15 みさき

松島　啓 議員

理解できない
本庁舎移転建て替え

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を

　
　

生
か
し
た
観
光
振
興
を

若
者
が
訪
れ
る
仕
掛
け
を
考
え
た
い

合併特例債を有効に使いたい

問
　

町
長
は
、
亀
甲
商

店
街
の
賑
わ
い
創
出

や
中
央
運
動
公
園
エ
リ
ア

へ
公
民
連
携
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
複
合
施
設
整
備
を
検

討
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
急
き
ょ
本
庁

舎
の
移
転
建
て
替
え
を
含

む
施
設
整
備
を
、
合
併
特

例
債
の
発
行
期
限
で
あ
る

31
年
度
中
に
行
い
た
い
と

提
案
し
た
。

　

本
庁
舎
移
転
建
て
替
え

の
件
は
無
計
画
で
、
議
会

へ
の
説
明
は
遅
く
、
町
民

へ
の
説
明
は
無
い
。
町
民

の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
計

画
的
に
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。
賑
わ
い
創
出
や
複
合

施
設
と
は
別
で
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
柵
原
、
旭
地
域

は
ど
う
す
る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

事
業
を
進
め
る
手

順
に
は
、
問
題
が
あ
っ
た
。

　

本
庁
舎
は
、
い
ず
れ
建

て
替
え
の
時
期
が
来
る
。

財
政
面
か
ら
も
、
31
年
度

ま
で
使
え
る
合
併
特
例
債

を
活
用
し
て
行
い
た
い
。

　

公
民
連
携
の
手
法
で
、

本
庁
舎
を
含
む
稼
げ
る
エ

リ
ア
を
つ
く
り
た
い
。

　

そ
し
て
、
柵
原
、
旭
地

域
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

答
岡
部
副
町
長

　

町
民
の
利
便
性
を

考
え
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
豊
か
に
す
る
庁
舎
、
心

地
の
良
い
空
間
、
拠
点
と

な
り
、
産
業
振
興
に
つ
な

が
る
施
設
整
備
を
行
い
た

い
。

問
　

映
画
や
ア
ニ
メ
の

物
語
の
舞
台
を
訪
れ

る
『
聖
地
巡
礼
』
が
若
者

を
中
心
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

鳥
取
県
倉
吉
市
で
は
、

ゲ
ー
ム
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の

メ
ー
カ
ー
の
協
力
で
、
ア

ニ
メ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
架
空
都
市
と
姉
妹
都

市
提
携
を
結
び
話
題
と
な

り
、
全
国
か
ら
多
く
の
フ

ァ
ン
が
訪
れ
、
観
光
振
興
、

若
者
定
住
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　

本
町
が
観
光
事
業
と
し

て
展
開
し
て
い
る
黄こ
う

福ふ
く

物

語
の
中
で
、
ポ※

ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
を
生
か
し
た
ス
ト

ー
リ
ー
を
研
究
し
、
棚
田

や
鉱
山
公
園
な
ど
が
『
聖

地
巡
礼
』
の
地
と
な
る
よ

う
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

　

本
町
で
は
、
有
名
に
な

っ
た
卵
か
け
ご
は
ん
を
中

心
と
し
た
食
文
化
を
世
界

に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
柵
原
鉱
山
公
園

が
、
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ

ケ
地
と
し
て
活
用
さ
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
訪
れ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
研
究
し
た

い
。

　

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の

活
用
も
含
め
、
国
内
外
の

若
者
が
多
く
訪
れ
る
仕
掛

け
を
考
え
て
い
き
た
い
。

質問答弁

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

若者が集まるまちへ

本庁舎建て替えは住民本意で

※ポップカルチャー…大衆文化、漫画やアニメなど
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答弁
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山田雄二 議員

美岡道の住民説明会は
町が行うべき

義務教育学校の
説明を尽くせ

県の説明会で対応している

必要に応じ説明や
意見交換を実施

問
　

平
成
15
年
６
月
、

美
作
岡
山
道
路
の
ル

ー
ト
案
が
県
よ
り
旧
柵
原

町
を
含
む
８
自
治
体
に
示

さ
れ
た
。

　

勝
央
町
や
旧
瀬
戸
町
な

ど
旧
柵
原
町
以
外
の
７
自

治
体
で
は
、
す
ぐ
さ
ま
町

主
催
の
住
民
説
明
会
が
開

か
れ
た
。
内
容
は
、
土
地

の
買
収
価
格
の
設
定
（
宅

地
・
田
・
山
林
別
）
、
地
権

者
の
協
力
（
測
量
、
土
地

提
供
）
、
ル
ー
ト
決
定
（
複

数
ル
ー
ト
案
の
一
本
化
）
、

工
法
の
要
望
（
盛
り
土
か

高
架
か
）
、
付
帯
工
事
（
側

道
、
用
水
路
）
な
ど
で
あ

る
。

　

地
元
調
整
が
で
き
て
い

る
の
で
、
そ
の
後
の
県
主

催
の
説
明
会
を
経
て
、
工

事
は
ど
こ
も
順
調
に
進
ん

で
い
る
。

　

一
方
、
美
咲
町
で
は
な

ぜ
か
町
主
催
の
住
民
説
明

会
が
一
度
も
開
か
れ
て
い

な
い
。
柵
原
Ｉ
Ｃ
を
含
む

工
事
が
中
断
し
て
い
る
最

大
の
理
由
は
、
町
主
催
の

住
民
説
明
会
が
無
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
今
か
ら
で

も
、
町
主
催
の
住
民
説
明

会
を
開
き
、
事
態
を
打
開

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

美
作
岡
山
道
路
は
、

事
業
主
体
が
県
で
あ
る
。

ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
県
に

協
力
し
て
い
く
姿
勢
に
変

わ
り
は
な
い
。

　

地
元
説
明
会
に
つ
い
て

は
県
主
体
で
は
あ
る
が
、

町
長
や
職
員
が
行
き
、
そ

の
都
度
説
明
し
て
い
る
。

問
　

義
務
教
育
学
校
の

話
が
最
初
に
出
た
の

は
、
平
成
28
年
１
月
の
柵

原
文
化
協
会
新
年
互
礼
会

で
の
町
長
挨
拶
の
時
で
あ

る
。
そ
の
後
、
今
日
ま
で

２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
教
育
委
員
会

主
催
の
地
元
説
明
会
は
一

度
も
開
か
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
議
会
に
も
全
く
説

明
が
な
い
。

　

学
校
建
設
整
備
検
討
委

員
会
の
第
２
回
目
が
11
月

21
日
に
開
か
れ
た
。
そ
の

時
の
資
料
に
「
平
成
29
年

度
学
校
建
設
予
定
地
決

定
、
30
年
度
用
地
買
収
、

33
年
４
月
開
校
」
と
あ
る

が
、
そ
の
計
画
を
議
員
は

誰
も
聞
い
て
い
な
い
し
、

一
度
も
審
議
し
て
い
な
い
。

　

住
民
や
議
会
に
全
く
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
説
明
が

な
い
ま
ま
進
め
る
今
の
教

育
行
政
の
手
法
は
、
正
当
性

を
持
た
な
い
。
将
来
に
禍
根

を
残
す
の
で
は
な
い
か
。

答
柴
原
教
育
長

　

確
か
に
、
教
育
委

員
会
主
催
の
地
元
説
明
会

は
ま
だ
開
い
て
い
な
い

が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
何
回
か

説
明
会
を
実
施
し
た
。

　

「
33
年
４
月
開
校
」
な
ど

の
計
画
に
つ
い
て
は
あ
く

ま
で
素
案
で
あ
る
。

　

必
要
に
応
じ
き
め
細
や

か
な
説
明
や
意
見
交
換
、

意
向
調
査
な
ど
を
実
施

し
、
よ
り
多
く
の
方
々
の

意
見
を
踏
ま
え
基
本
方
針

や
実
施
計
画
を
具
体
的
な

も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

県の説明会は開かれた

望まれる地元説明会の開催



町政を問う
一般質問

質問

答弁

17 みさき

岩野正則 議員

徴収対策専属の
室長配置の考えは

町
な
か
活
性
化
の
具
体
策
は

公
民
連
携
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る

適材の配置を考える

問
　

徴
収
対
策
室
の
活

動
実
績
は
。

①
現
在
の
各
課
の
滞
納
額
。

②
税
、
使
用
料
及
び
貸
付

金
等
の
徴
収
体
制
を
示
せ
。

答
岡
部
副
町
長
（
徴
収

対
策
室
長
）

　

７
月
に
徴
収
対
策
室
を

設
置
し
、
近
隣
市
町
村
の

債
権
回
収
担
当
課
に
視
察

に
行
っ
た
。

　

先
進
地
の
取
り
組
み
と

し
て
は
環
境
整
備
を
す

る
。
次
に
、
複
数
の
課
と

協
議
、
連
携
し
て
、
督
促

状
、
催
告
書
の
送
付
を
し

て
い
る
。

①
別
表
の
通
り
。

②
徴
収
体
制
、
取
り
組
み

だ
が
、
関
係
課
が
督
促
状

を
発
送
し
、
期
限
を
過
ぎ

た
場
合
、
連
携
が
始
ま
る
。

情
報
の
一
元
化
が
で
き
る

の
で
法
律
に
照
ら
し
て

収
納
の
協
議
を
す
る
。

　

債
権
管
理
簿
を
徴
収

対
策
室
で
作
成
、
整
理
す

る
。

問
　

専
属
の
室
長
の
配

置
の
考
え
は
な
い
か
。

更
な
る
目
標
数
値
の
上
乗

せ
に
つ
い
て
の
考
え
を
。

答
岡
部
副
町
長

　

現
在
、
岡
山
県
市

町
村
税
整
理
組
合
に
職

員
を
派
遣
し
て
い
る
。
他
の

自
治
体
で
は
、
戻
っ
た
職

員
が
徴
収
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

条
例
法
令
な
ど
の
知
識
を

伝
え
徴
収
率
が
急
激
に
高

ま
っ
て
お
り
、
本
町
に
お
い

て
も
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

室
長
に
は
適
材
の
配
置

を
考
え
る
。

問
　

町
な
か
の
空
き
家

を
活
用
し
て
小
さ
な

図
書
館
、
喫
茶
な
ど
の
集

い
の
場
所
を
交
流
拠
点
と

し
て
つ
く
れ
な
い
か
。
町

と
し
て
具
体
的
な
活
性
化

策
が
あ
る
か
。

答
岡
部
副
町
長
（
政
策

推
進
室
長
）

　

公
民
連
携
で
、
例
え
ば

亀
甲
の
商
店
街
の
エ
リ
ア
を

絡
め
て
お
話
し
を
す
る
。

　

現
在
、
２
店
舗
が
開
業

の
調
整
、
準
備
を
し
て
い

る
。
他
に
も
空
き
店
舗
が
あ

る
の
で
今
後
も
遊
休
不
動

産
の
利
活
用
な
ど
公
民
連

携
で
計
画
を
進
め
て
い
く
。

　

先
日
、
亀
甲
の
築
百
年

を
経
る
旧
店
舗
で
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
す
る
人
た
ち
が

集
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
を
熱
心
に
話
し

合
っ
た
。

　

遊
休
不
動
産
の
所
有
者

と
町
内
外
の
担
い
手
を
結

び
つ
け
る
仕
組
み
を
構
築

し
た
い
。

問
　

自
治
会
長
、
商
工

会
、
移
住
者
へ
今
以

上
の
取
り
組
み
、
呼
び
か

け
が
で
き
な
い
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

空
き
家
の
改
修
に

あ
ま
り
お
金
を
か
け
な
い

で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

地
域
ぐ
る
み
で
関
心
を
持

っ
た
人
た
ち
が
手
伝
い
な

が
ら
交
流
し
て
い
く
手
法

も
あ
る
。

　

民
間
の
皆
さ
ん
の
ア
イ

デ
ア
、
知
恵
で
進
め
る
こ

と
も
考
え
て
い
き
た
い
。

質問答弁

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

にぎわいのある町へ

滞納額（平成２９年１１月５日現在）

担 当 課 滞納額

税 務 課 １億２,８１０万円

住 民 課 １億８５0万円

上 下 水 道 課 １７６万円

健 康 福 祉 課 １,００３万円

情 報 交 通 課 １７万円

合 計 2億4,８59万円



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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来年度の目玉施策は

林業後継者の支援策を
考えるべきでは

公民連携と小中一貫校

森林組合などと検討したい

問
　

来
年
度
の
予
算
編

成
に
当
た
り
、
町
長

の
目
玉
と
思
わ
れ
る
政
策

を
表
明
さ
れ
た
い
。

答
定
本
町
長

　

公
民
連
携
事
業
が

最
優
先
、
小
中
一
貫
校
が

今
後
の
目
玉
。
財
政
状
況

も
厳
し
く
な
っ
て
く
る
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
で
対
応
す
る
。
職
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
行
い
一

致
団
結
で
取
り
組
む
。

問
　

ス
ピ
ー
ド
感
と
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
経

費
の
節
減
も
必
要
で
は
。

答
定
本
町
長

　

交
付
税
算
定
が
下

が
っ
て
く
る
の
で
、
経
費
節

減
を
十
分
に
検
討
す
る
。

答
岡
部
副
町
長
（
政
策

推
進
室
長
）

　

職
員
の
定
数
、
利
用
料
、

指
定
管
理
料
の
見
直
し
な

ど
経
費
節
減
に
努
め
る
。

問
　

若
手
職
員
の
意
見

を
予
算
に
反
映
を
。

日
本
一
の
美
咲
町
を
目
指

せ
。

答
定
本
町
長

　

機
会
が
あ
っ
た
ら

し
た
い
。
ま
た
、
何
か
日

本
一
を
作
り
た
い
。

答
岡
部
副
町
長

　

役
職
・
年
齢
・
部

署
に
関
わ
ら
ず
、
自
分
の

こ
と
や
組
織
の
こ
と
な
ど

の
話
し
を
す
る
よ
う
な
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
も
あ
る
。
執

行
部
と
し
て
も
声
を
拾
っ

て
、
想
い
が
形
に
な
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

問
　

人
口
減
少
は
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
就

職
事
情
も
大
き
く
関
係
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

津
山
圏
域
と
の
連
携
を

十
分
に
反
映
し
な
が
ら
若

者
定
住
へ
向
け
た
支
援
策

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

本
町
の
森
林
事
業
の
後

継
者
対
策
な
ど
も
視
野
に

入
れ
、
森
林
従
事
者
の
育

成
や
森
林
大
学
校
へ
の
授

業
料
補
助
な
ど
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

　

美
咲
町
地
域
林
業
担
い

手
サ
ポ
ー
タ
ー
協
議
会
を
通

じ
一
日
林
業
体
験
の
実
施
、

都
市
部
で
行
わ
れ
る
定
住

促
進
会
な
ど
に
参
加
し
て
美

咲
町
の
林
業
を
Ｐ
Ｒ
し
、
担
い

手
確
保
を
実
施
し
て
い
る
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

津
山
圏
域
で
も
総

合
戦
略
を
立
て
て
お
り
、

中
で
も
若
者
定
住
は
最
重

要
課
題
で
あ
り
検
討
を
進

め
て
い
く
。

　

奨
学
金
に
つ
い
て
も
津

山
市
を
中
心
と
し
て
検
討

し
た
い
。

答
定
本
町
長

　

森
林
環
境
税
な
ど

も
考
慮
に
入
れ
森
林
組
合

な
ど
と
検
討
し
た
い
。

答
柴
原
教
育
長

　

森
林
大
学
校
の
情

報
を
広
報
誌
に
掲
載
す
る

な
ど
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

山本宏治 議員

議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

目指せ日本一のまちづくり

美咲の未来を担う林業後継者



町政を問う
一般質問

質問

答弁

19 みさき

金谷髙子 議員

公民連携のまちづくりとは

期
日
前
投
票
の
改
善
を

選
挙
管
理
委
員
会
の
中
で
議
論

意見を十分伺いながら進めたい

問
　

町
長
の
公
約
で
あ

っ
た
シ
ン
ボ
ル
的
な

施
設
の
構
想
が
見
え
て
き

た
。

　

公
民
連
携
の
ま
ち
づ
く

り
「
公
と
民
」
が
連
携
し

て
事
業
を
行
い
、
補
助
金

に
頼
ら
な
い
手
法
で
ま
ち

づ
く
り
を
成
功
さ
せ
た
岩

手
県
紫
波
町
の
先
進
地
を

視
察
し
た
。

①
紫
波
町
の
成
功
例
（
オ

ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

を
本
町
に
取
り
入
れ
る
に

は
、
町
長
の
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ

る
が
、
具
体
的
な
考
え
は
。

②
本
町
に
と
っ
て
一
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
町

民
に
丁
寧
な
説
明
が
不
可

欠
と
考
え
る
が
、
住
民
説

明
会
の
実
施
予
定
は
。

答
定
本
町
長

①
公
民
連
携
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
百
聞

は
一
見
に
し
か
ず
と
い
う

こ
と
で
、
ま
ず
は
議
員
に

あ
る
程
度
の
理
解
を
い
た

だ
く
た
め
に
紫
波
町
に
行

っ
て
も
ら
っ
た
。

　

住
民
を
無
視
し
た
わ
け

で
も
、
議
員
を
無
視
し
た

わ
け
で
も
な
い
。
意
見
を

十
分
伺
い
な
が
ら
進
め
た

い
。

答
岡
部
副
町
長
（
政
策

推
進
室
長
）

②
説
明
会
は
12
月
18
日
に

中
央
、
19
日
に
旭
、
21
日

に
柵
原
で
住
民
へ
の
説
明

を
し
た
い
。
開
催
日
は
告

知
放
送
で
お
知
ら
せ
す
る
。

問
　

全
国
的
に
期
日
前

投
票
が
増
え
て
い
る
。

　

期
日
前
投
票
に
必
要
な

宣
誓
書
に
つ
い
て
、
投
票

所
入
場
券
の
裏
面
に
印
刷

す
る
取
り
組
み
を
以
前
か

ら
提
案
し
て
い
る
が
、
進

め
ら
れ
て
い
な
い
。

①
提
案
が
取
り
入
れ
ら
れ

な
い
理
由
は
何
か
。

②
本
年
５
月
に
選
挙
管
理

委
員
会
新
委
員
長
が
就
任

さ
れ
た
が
、
提
案
は
引
き

継
が
れ
検
討
さ
れ
た
か
。

③
旭
地
域
と
柵
原
地
域
で

は
、
合
併
後
に
投
票
所
が

統
合
さ
れ
、
さ
ら
に
期
日

前
投
票
所
の
期
間
も
短
縮

さ
れ
た
。

　

投
票
機
材
を
載
せ
た
車

で
投
票
で
き
る
移
動
期
日

前
投
票
は
で
き
な
い
か
。

答
桑
元
総
務
課
長
（
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

①
選
挙
管
理
委
員
会
の
中

で
経
費
の
こ
と
も
含
め
熱

心
に
協
議
さ
れ
る
中
で
、

総
合
的
な
判
断
と
い
う
の

が
一
番
で
あ
る
。

②
本
年
５
月
に
選
挙
管
理

委
員
が
代
わ
っ
た
。
前
の

選
挙
管
理
委
員
会
で
議
論

が
な
さ
れ
、
最
終
的
に
は
昨

年
９
月
の
時
点
で
決
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
審
議
の

引
継
ぎ
は
さ
れ
て
い
な
い
。

③
新
体
制
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
常

に
検
討
な
り
、
研
修
も
深

め
て
い
る
。

質問答弁

有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

もっと簡単な宣誓書を

公民連携の成功例（紫波マルシェ）



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問
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どう進める義務教育学校

町内全域同様に
参政権の行使を

整備検討委員会で
中身を煮詰める

投票者のために
一生懸命検討している

問
　

わ
ず
か
17
人
の
「
柵

原
地
域
学
校
建
設
検

討
委
員
会
」
か
ら
の
義
務

教
育
学
校
が
望
ま
し
い
と

い
う
答
申
を
３
月
に
受
け

て
、
町
長
が
義
務
教
育
学

校
に
決
定
し
た
と
聞
く
。

　

出
さ
れ
た
答
申
に
は

「
保
護
者
や
地
域
住
民
に

き
め
細
か
い
説
明
や
意
見

交
換
会
な
ど
を
通
し
て
理

解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が

大
切
で
す
」
と
あ
る
。
答
申

を
持
っ
て
各
地
域
に
出
か

け
説
明
会
や
意
見
交
換
会

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
報
告
書
を
読
む

と
補
助
金
の
有
無
が
義
務

教
育
学
校
選
択
の
大
き
な

理
由
だ
。
補
助
金
で
は
な

く
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
本
当
に
ど
う
い
う
学

校
が
良
い
の
か
が
一
番
の

選
択
肢
で
は
な
い
か
。
今

後
ど
う
進
め
る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

私
が
決
め
た
訳
で

は
な
く
、審
議
会
で
審
議
を

し
て
い
た
だ
き
、
意
見
を
聞

き
な
が
ら
判
断
し
た
。

答
柴
原
教
育
長

①
学
力
向
上
②
生
徒

指
導
上
の
課
題
解
決
③
新

し
い
環
境
の
中
で
地
域
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
地
域
と
共
に
育
て
る
教

育
④
児
童
・
生
徒
数
の
減

少
。
こ
の
よ
う
な
理
由
に

よ
り
義
務
教
育
学
校
が
必

要
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

　

今
後
は
「
美
咲
町
柵
原

地
域
義
務
教
育
学
校
整
備

検
討
委
員
会
」
で
具
体
的

な
中
身
を
煮
詰
め
る
。

問
　

選
挙
管
理
委
員
長

は
議
長
の
要
請
が
あ

れ
ば
出
席
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
自
治
法
１
２
１

条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

２
日
も
欠
席
は
議
会
軽
視

で
は
な
い
か
。　

　

事
務
局
が
旭
地
域
と
柵

原
地
域
の
期
日
前
投
票
は
、

公
示
直
後
は
少
な
い
、
期

間
短
縮
の
影
響
は
な
い
と

い
う
資
料
を
選
挙
管
理
委

員
会
に
出
し
て
い
る
。
し

か
し
、
24
年
の
知
事
選
挙
、

28
年
の
知
事
選
挙
を
比
較

す
る
と
明
ら
か
に
、
期
日

前
投
票
が
減
り
、
投
票
率

も
下
が
っ
て
い
る
。（
表
参

照
）

　

旭
地
域
、
柵
原
地
域
の

期
間
短
縮
を
す
れ
ば
、
職

員
が
ほ
か
の
仕
事
が
で
き

る
、
経
費
が
減
額
で
き
る

と
、
全
員
協
議
会
で
回
答

し
た
が
、
そ
う
い
う
理
由
で

住
民
の
参
政
権
を
奪
う
事

は
許
さ
れ
な
い
。
旭
地
域
の

住
民
、柵
原
地
域
の
住
民
に

心
か
ら
謝
罪
を
し
、
今
後

町
内
同
じ
よ
う
に
参
政
権

の
行
使
が
で
き
る
よ
う
約

束
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
桑
元
総
務
課
長
（
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

　

選
挙
管
理
委
員
会
と
し

て
決
定
し
た
内
容
で
あ
れ

ば
私
で
対
応
で
き
る
と
思

う
。
有
権
者
の
利
便
性
、

投
票
の
状
況
、
管
理
運
営

の
状
況
と
課
題
、
経
費
と

効
果
的
運
用
、
周
辺
自
治

体
の
状
況
を
総
合
的
に
判

断
し
て
い
る
。

　

有
権
者
の
た
め
に
一
生

懸
命
検
討
し
て
い
る
。
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

藤井智江 議員

美咲町柵原地域義務教育学校

整備検討委員会

平成２４年知事 平成２8年知事

日目 中央 旭 柵原 中央 旭 柵原

2 金 7 10 13 14

3 土 8 3 19 26

4 日 13 4 17 31

5 月 27 11 35 20

6 火 26 10 24 49

7 水 30 22 33 35

8 木 43 9 45 39

9 金 37 37 70 62

10 土 44 20 122 36

11 日 39 18 99 54

小計 274 144 477 366 0 0

12 月 73 33 63 82 57 127

13 火 93 58 63 101 44 115

14 水 92 45 106 81 59 100

15 木 85 42 72 88 51 89

16 金 137 86 107 126 103 111

17 土 258 107 160 170 95 156

計 1,012 515 1,048 1,014 409 698

当日 1,729 915 1,630 1,311 737 1,388

合計 2,741 1,430 2,678 2,325 1,146 2,086

単位（人）
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松田英二 議員

重要施策は一体的に
推進する体制が必要

チームで連携した協議を
進めている

問
　

本
町
と
津
山
市
が

共
同
で
取
り
組
む

「
城
下
町
と
黄
福
の
ま
ち

観
光
産
業
創
造
事
業
」
が

採
択
さ
れ
た
。

　

具
体
的
な
施
策
展
開
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

　

５
年
間
の
継
続
事
業
で
、

総
事
業
費
は
２
億
２
，
１
９

５
万
円
。

　

今
後
は
、
美
咲
Ｄ
Ｍ
Ｏ
組

織
（
地
域
の
中
心
と
な
っ
て

観
光
を
盛
り
上
げ
る
団

体
）
を
設
立
し
、「
食
堂
か

め
っ
ち
。
」
、
柵
原
鉱
山
資
料

館
、
物
産
セ
ン
タ
ー
な
ど
観

光
施
設
の
収
益
力
ア
ッ
プ
を

目
指
し
、
本
町
の
観
光
戦

略
を
構
築
し
て
自
立
化
を

図
る
よ
う
取
り
組
む
。

問
　

基
本
的
に
集
客
力

を
向
上
さ
せ
て
地
元

産
品
を
販
売
し
、
産
業
振

興
を
目
的
と
す
る
の
な
ら
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
の
重
要
施
策
を
一

体
的
に
推
進
す
る
体
制
を

構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

答
岡
部
副
町
長
（
政
策

推
進
室
長
）

　

公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

は
、
役
場
全
体
で
取
り
組
む

と
い
う
観
点
か
ら
、
関
係
す

る
各
課
が
連
携
し
て
チ
ー
ム

に
よ
る
協
議
を
進
め
て
い

る
。
組
織
体
制
に
つ
い
て
は

今
後
考
慮
し
て
い
く
。

地元産品

の販売

税収

の増加

生産者の

収益増加

定住促進

集客力

の向上

　11月８日、県北では初めての開催となる、岡山県

町村議会議員研修会が津山市で開催されました。

　「住民に期待される議会とは」と題して、早稲田

大学マニフェスト研究所・事務局長の中村健 氏より

講演がありました。議決権をもつ議会の責任などに

ついて、首長を務めたこともあるご自身の経験も踏

まえ、大変貴重なお話を伺いました。

　1月12日、旭保育園園庭でとんど焼きが行われ

ました。焼いたお餅にみかんを食べて、おでこに

炭を塗った子ども達、この冬一番の寒い朝でした

が、とっても元気でした。

議員研修会が県北で初開催

～住民に期待される議会とは～～旭保育園とんど焼き～

表紙の紹介

※今号より、表紙のQRコードにアクセスすると、議会

だよりの閲覧に加え、ボランティアのかたに録音して

いただいた「声の議会だより」をお聞きいただけます。
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定
住
促
進
を
目
指
し

　
わ
た
し
た
ち
の
美
咲
町

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

 

美
咲
町
の
今

・
自
然
が
豊
か
。
田
舎
。

・
町
の
行
事
に
た
く
さ
ん
の
人
が
来
る
。

・
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
が
有
名
。

・
黄
ニ
ラ
や
ブ
ド
ウ
が
有
名
。

・
人
口
が
少
な
い
。

・
子
ど
も
が
少
な
い
。

・
高
齢
者
が
多
い
。

・
商
店
街
は
あ
る
が
、
店
の
数
は
少
な
い
。

・
買
い
物
を
す
る
場
所
が
な
い
。

・
コ
ン
ビ
ニ
が
少
な
い
。

・
イ
ベ
ン
ト
は
あ
る
が
少
な
い
。

   

（
夏
祭
り
、
秋
祭
り
、
た
ま
ご
祭
り

　
　
　
　
　
　
　

加
美
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
）

・
野
生
動
物
が
と
て
も
多
い
。

 

美
咲
町
の
問
題
点

・
人
口
が
少
な
い
。

・
空
き
家
が
多
い
。

・
公
園
が
少
な
い
。

・
公
園
は
あ
る
け
ど
使
え
な
い
遊
具
も
あ
る
。

・
遊
ぶ
場
所
が
な
い
。

　

→
子
ど
も
が
外
で
遊
ん
で
い
な
い
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
が
な
い
。

・
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
関
り
が
少
な
い
。

・
若
い
人
の
遊
べ
る
場
所
が
少
な
い
。

　

→
若
い
人
が
都
会
に
行
っ
て
し
ま
う
。

　

→
美
咲
町
の
若
者
が
減
る
。

・
ス
ー
パ
ー
が
少
な
い
。

・
飲
食
店
が
少
な
い
。

・
特
産
物
は
あ
る
け
ど
、食
べ
に
来
る
人
が
少
な
い
。

　

観
光
客
が
少
な
い
。

・
「
食
堂
か
め
っ
ち
。
」
の
人
気
が
落
ち
て
い
る
？

　

タ
レ
の
味
が
飽
き
て
き
た
。メ
ニ
ュ
ー
が
少
な
い
。

・
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
が
少
な
い
。

・
プ
ー
ル
や
水
族
館
が
な
い
。

 １０年後こんなまちに
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昨
年
10
月
〜
11
月
に
、
民
生
・
教
育

常
任
委
員
会
で
学
校
訪
問
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
訪
問
し
た
加
美
小
学
校
６

年
生
の
授
業
で
の
内
容
が
、
ま
ち
の

重
点
施
策
で
あ
り
、
議
会
で
も
特
別

委
員
会
を
立
ち
上
げ
取
り
組
ん
で
い

る
「
定
住
促
進
」
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、関
係
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た

だ
き
本
項
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

 

私
た
ち
の
提
案

❶
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
カ
フ
ェ
に
す
る
。

❷
駅
前
付
近
に
美
咲
カ
フ
ェ
を
作
る
。

　

（
た
ま
ご
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
）

❸
み
ん
な
と
ふ
れ
あ
う
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
す
。

　

春
︙
︙
ひ
な
ま
つ
り
、
お
花
見

　

夏
︙
︙
ミ
ニ
プ
ー
ル
、
さ
か
な
と
り

　

秋
︙
︙
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

　

冬
︙
︙
お
も
ち
つ
き
、
節
分

❹
老
人
ホ
ー
ム
や
地
域
の
高
齢
者
と
ふ
れ
あ

う
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
。

❺
た
ま
ご
料
理
店
（
た
ま
ひ
よ
食
堂
）
を
作
る
。

❻
美
咲
パ
ー
ク
（
自
然
を
生
か
し
た
テ
ー
マ
パ

ー
ク
）
を
作
る
。

❼
美
咲
ド
ー
ム
を
作
る
。

　

１
階
は
遊
び
場
と
遊
具

　

２
階
は
お
店
と
フ
ー
ド
コ
ー
ト

　

３
階
は
映
画
館
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

まちの黄福論  加美小学校６年生
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今
冬
は
、
こ
と

の
ほ
か
厳
し
い
寒

さ
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
の
美
咲
町
議
会
だ
よ

り
で
は
、
町
の
未
来
を
担
う

加
美
小
学
校
６
年
生
の
皆
さ

ん
の
「
10

年
後
の
ま
ち
」
に
つ

い
て
学
習
さ
れ
た
こ
と
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ま
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
町
民
の

代
弁
者
と
し
て
、
し
っ
か
り

議
論
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　

「
美
咲
町
議
会
だ
よ
り
」
で

少
し
で
も
、
議
会
の
内
容
を

よ
り
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え

し
た
い
と
編
集
い
た
し
ま
し

た
。

　

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

　

（
藤
井
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委

員

長
　
左
居
　
喜
次

副
委
員
長
　
藤
井
　
智
江

山
田
　
雄
二

松
島
　
幸
一

松
田
　
英
二

金
谷
　
髙
子

町民の皆さんこんにちは

サークル紹介

第28回

あ
ったか ほっこり

　平成２４年７月に設立し、丸５年になります。

●いつ頃から活動していますか●
　数ある民話の中から、聞き手や季節に合ったもの、

自分の得意とする話を選び、筋を覚え、自分の言葉

と表現で情感を込めて語れることです。

　仲間と集まって報告会をしたときは、話が尽きず

に盛り上がり、とても楽しいひと時となります。

●楽しいことは何ですか●

　月１回２人１組が語り部となり、地域児童館でお話

しをしています。

　道具などはほとんど必要ないので、どこでも開く

ことができるため、サロンや施設へも気軽に出かけ

ています。 

　発表会を年に１回開催し、地域のみなさんに披露

しています。

●どんな活動をしていますか●

　地道で細やかな活動ですが、レパートリーを増や

して、粘り強く続けたいです。

　若いお母さんや民話に関心のあるかた“ほっこり”

で一緒に楽しみませんか。

●これからの活動は●

　男性１人、女性８人の合計９人で、年齢は５０～８０

代です。

●メンバー構成は●

　子どもたちのさまざまな問題を耳にする時、健や

かな成長、発達に、いま何が求められているのか大

きな関心事です。目先にとらわれず、子どもと関わ

る多くの人たちと共に長期ビジョンを作ってほしい。

●議会に一言お願いします●

　町の生涯学習講座「語り手教室」（講師：岡山県

語りのネットワーク会長　立石憲利先生）を受講し

たメンバーが、語りを通じて楽しもう、語りの魅力

を広めようと、この会を結成しました。

●活動を始めたきっかけは●

美
咲
や
な
は
ら
語
り
の
会
ほ
っ
こ
り

み

　さ

　き

か  

た

か  

い

語りをとおして

黄福のまちにしてください。


